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 いよいよ萩野学園の開校が来年度となりました。県内初の施設一体型の小中一貫教育校

です。新庄市では、萩野中学校区はもちろん、各中学校区で平成１７年３月に策定した「い

のち輝く新庄もみの木プラン２１」に基づき、小中一貫教育を進めてきました。 

昨年度は、各中学校区に小中一貫教育推進協議会を設置し、地区の代表やＰＴＡ代表の

方にもご意見をいただきながら、地域との相互連携をもとにした小中一貫教育のさらなる

推進を図ってまいりました。 

３月１１日（火）には、各中学校区の実践を交流しながら、新庄市の小中一貫教育の推

進方針や課題解決に関すること、学校と家庭・地域の連携に関することなどを検討してい

ただく、「新庄市小中一貫教育推進協議会」を開催しました。当日は、会長に新庄中学校区

の推進協議会長の阿部彰氏、副会長に市校長会長の沼田小学校の松葉英一校長、市ＰＴＡ

連絡協議会長の昭和小学校の石井昭一ＰＴＡ会長が選出され、検討がなされました。 

また、平成２６・２７年度の２年間、明倫中学校区の沼田小学校、北辰小学校、明倫中

学校の３校に新庄市小中一貫教育実践研究を委嘱し、研究を進めていただいています。 

今後も、新庄市の小中一貫教育を、地域に根ざし、９年間で子どもを育てるという視点

に立って、推進してまいります。 

 

 

 

 小中一貫通信第１０号でもお知らせしたとお

り、萩野学園の校章が京野秀明氏（新庄市）の作

品に決定しました。この校章は、中心に「萩」の

字を放射上に配置し、萩の葉に囲まれた４つの旧

校の子ども達が一つになり、のびのびと勉学に励

むイメージをデザイン化したものです。この校章

に込められた願いが実現するよう、最終年度とし

ての準備を進めていきます。 

 

 

 

 

 

 

≪選考理由≫ 

 

 

 

 

新庄市小中一貫教育通信  第１１号 平成２６年４月１0日 

新庄市の小中一貫教育を更に推進していきます！ 

～ 新庄市小中一貫教育推進協議会 ～ 

回 覧 

萩野学園の校章が決定しました！ 

【カラーリング】 

中央円の「萩」・・・ エンジ色 

４枚の葉・・・・・・緑色 

葉の間の４人の子ども達・・・・金色 

葉の葉脈、子ども達の輪郭・・・白色 

・ 飽きの来ないデザインで、見る人の心を打つようなデザインである。 

・ 「萩」の字を人が囲むような表現が、学校という場所のイメージにつながる。 

・ 小中一貫教育の９年間の中で愛されるデザインであり、伝統的で、子ども達がのび

のびと育っていくようなふくよかでやさしい印象を受ける。 



萩野地区小中一貫教育校実施計画策定委員会では・・・ 
○校名・校章・校歌・制服等検討部会 

萩野学園制服・ジャージ・カバン・シューズ展示会より 

 

 

 

 

 

 

○施設設備検討部会 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

萩野学園校舎主体工事の様子より（平成２６年４月９日時点） 

○カリキュラム等検討部会 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

○２７年４月開校に向け、全体出来高

実績１９．１％（３月末日）、校舎１階

土間工事がほぼ完了しています。 

○学校集金等について、北部４校の現

状等を参考に、調整を図っています。 

○スクールバス等の運行について、保

護者の代表の方からもご意見をいただ

き、検討を進めています。 

○北部の全教職員が協働で、２７年４月からのスムーズな学校運営に向け、図工・美術、

総合的な学習の時間、特別活動、道徳の学習指導計画を策定し、全教科・領域の学習指

導計画が完成しています。校務分掌ごとの具体的な経営計画の策定を進めています。 

○北部４校の小小交流、小中交流を推進し、２７年４月からの子ども達のスムーズな学

校生活に向け、４校の連携を進めています。 

【お問い合わせはこちらへ】 
新庄市教育委員会  電話番号 （０２３３）－２２－２１１１ 

 施設設備等のことなど  ・・ 教育総務課 （内線４４１，４４６） 

 小中一貫教育の内容など ・・ 学校教育課 （内線４４０，４４２） 

○校歌について、作詞を前県立新庄南高等学校長の近江正人氏（新庄市在住で、日本現

代詩人会員・山形県詩人会理事などを歴任）、作曲を木島由美子氏（山県市在住で、山形

交響楽団専属作曲家）の両氏に依頼しています。 

○ＰＴＡ組織等について、北部４校より案を出してもらい、調整を図っています。 


